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   Congenital Absence of the Vas Deferens, Report of Five Cases 

               Jisaburo SAKATOKU and Taichi  KITAY  AMA 

       From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 

                        (Director  : Prof. T. Inada, M. D.) 

   Congenital absence of the vas deferens has been rarely reported and a literature 

review also shows that this condition is rather uncommon. Here we reported five cases 

of this anomaly, three occured bilaterally and two unilaterally. 

   All cases ever reported in Japan was tabulated. Bilateral absence of the vas is obviously 

a cause of sterility in the male and should be kept in our mind when we examine a 
childless couple.

緒 官

先天 性精 管 欠如 症 は比 較 的稀 な疾 患 で あ つ

て,本 邦 に お い ては昭 和12年 の佐 藤 の報 告 以 来

わ つか に10数 例 を算 え るの み で あ り,近 来 男 子

不 妊症 との関 連性 にお い て重要 視 さ れ つ つ あ

る.著 者 は昭和31年 に偏 側性 精 管 欠 如 症 の1例

を報告 し,さ らに昭 和33年 に偏 側 の1例 お よび

両 側性 欠如 症 の2例 につ い て簡 単 に記 載 した.

最近 にお い て更 に1例 の両 側 性 欠 損 症 を 経 験 し

た ので,こ れ ら の5例 に つ い て あ ら ため て本 症

に つい ての 考案 を こ こ ろみ た い.

自 験 例

症例1.服 ○一〇,21才,学 生.(表1の 症例7・

図1,a,)

昭和30年7月21日 初診.

主訴=血 精液症.

尿族歴=特 記すべ きものはない.

既往歴:1年 前に単純性尿道炎に罹患 した.

現病歴;初 診の約2ヵ 月前よ り夢精にさい して精液

に血液が混ず るのに気がっいた.射 精時疹痛,排 尿異

常,尿 の肉眼的変化等の他の泌尿器科的症候はな く,

食思,睡 眠良好 で便通は1日1回 である.

検査成績:体 格は中等,栄 養は佳良であつて視触診

上では腹部に異常所見をみとめない.陰 茎,外 尿道 口

は正常で,右 側の陰嚢内容には異常 な く,左 側睾丸.

副睾丸 は触診上異常はないが,左 側精管は触知 され な

い.

精液は2.5ccで 淡紅色を呈 し,鏡 検にて多数 の 赤

血球を証 明した.

経精管性の精路X線 撮 影の 目的で両側陰藝皮膚を切

開した所,右 側精管は容易に発見出来,異 常をみ とめ

なかつたが,左 側においては精管をみ とめず,皮 膚切

開創を拡大 して陰嚢内容を充分に検索す ると,睾 丸お

よび副睾丸頭部のみで,副 睾丸体部 より末梢は全 く欠

如 していることを確認 した.そ こで右側精管 より70%

ウロコリン4ccを 注入して精路撮影を行なつ た.そ

の結果,精 管の走行 には異常をみ とめないが,精 嚢 は

迂回屈曲した管状を呈 していて,そ の末梢は左側にお

よんで,あ たか も左右 の精嚢葉を形成 した観 を呈 して

いて,射 精管は左側 より尿道に達 している(図2)

膀胱鏡検査お よび逆行性腎孟像には異常をみとめな

かつた.
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表1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

工1

12

13

14

15

ユ6

17

18

報 告 者

佐 藤

小 林

秋μ」・大杉 ・伊藤

同 上

中 野

原 口 ・井 口 ・山脇

後藤 ・酒徳

高井 ・小野田

松 本

山藤 ・荒井 ・長島

酒 徳

同 上

同 上

駒瀬 ・昼間

百瀬 ・島崎 ・片山
・内海 ・遠藤

同 上

同 上

酒徳 ・北 山

年 度

昭12

昭13

昭15

昭15

昭17

昭31

昭31

昭32

昭32

昭33

昭33

昭33

昭33

昭34

昭34

昭34

昭34

昭35

患者年令

37

34

24

50

33

30

21

29

34

35

32

28

36

34

27

34

30

29

1翻

右

右

左

右

左

両

左

両

両

両

右

両

両

両

両

両

右

両

備 考

尿路正常,6人 の子女あり,右副畢丸腫脹

尿路正常,右 副畢丸も欠如

尿路正常,左 副畢丸腫脹

前立腺腫瘍にて精管切断術の際発見,右 排泄性腎孟像陰性

右精管閉塞を合併

尿路正常,血 精液症

尿路正常

尿路正常

尿路正常

左副畢丸結核にて副睾丸別除術後

尿路正常

尿路正常

両側副睾丸も欠如

尿路正常

右腎も欠如

図1自 験例の概要 図

◎ ◎
α:症 例1 b:症 例2

◎ ◎
C;症 例5

◎ ◎

d;症 例4

◎ ()
e;症 例5



症例2.t'吉0利O,32才,教 員.

図 ・1,b).,・

昭和31年9月7日 初 診.

主 訴=不 妊.

家族 歴:特 記 す べ き ものは な い.
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『(表1の 症 例11
,

既往歴=2年 前に痔疾お よび左側副睾丸結核症 にて

手術をうけた.尚 同年 に肺炎に罹患 して約40度 の発熱

をみた.

現病歴=約4年 前に結婚 したが,妻 に全 く妊娠 をみ

ない.性 生活には異常はない と云 う.

検査成績=体 格は中等,栄 養は良好で,視 触診上腹

部に異常をみとめない.陰 茎,外 尿道口は正常であつ

た.右 側睾丸お よび副畢丸は触診上では正 常 で あ る

が,精 索中に精管を触知 しない.左 側畢丸は正常で,

副畢丸は頭部のみ触知す るが,体 部ならびに尾部は不

明である.精 管はほぼ正常に触れる.前 立腺 には異常

をみとめていない.

精液は1.5ccで 無精子症であった,

先ず右側陰嚢皮膚に切 開を加えてその内容を観察す

ると,睾 丸お よび副睾丸 の頭部,体 部には異常をみと

めないが,尾 部は脂肪を含 んだ線維様物 となつて盲端

に終つていた.精 系中には精管を見出 しえなからた.

左側陰嚢内容の試験切開においては,睾 丸は正常で,

副畢丸の頭部のみ存在す るが,そ の体部,尾 部お よび

精管の一部は別除 されていて存在 しない.残 在す る左

側精管より70%ウ ロコリンを注入 して精路X線 撮影 を

行なつたが,こ れには異常所見をみ とめなかつた

(図3)

症例3,浜 ○進,28才,漁 業.(表1の 症例12,図

1,c.)

昭和31年9月26日 初診.

主訴=不 妊.

家族歴:特 記すぺ きことはない.

既往歴;約10年 前に急性尿道淋 に罹患 し,そ の際に

右陰嚢に有痛性腫脹 を来 した とい う.

現病歴='・1年前に結婚したが,未 だ子を得ず,精 液

検査によつて無精子症 と云われた ことがある.

妻は婦人科的に正常であって,性 生活に も云 うべ き

ことはない.

検査成績:体 格はやや小さいが,栄 養お よび筋骨の

発育は良好,腹 部には異常な く,陰 茎,外 尿道口には

特記すぺき所見はない.両 側睾丸は正常であるが,副

畢丸頭部は再側 どもややかたい.両 側精管は触知 され

る様に曄じた.前 立腺 も触診上異常をみ とめない.

精液検査に よるとその量は2.Occで 全 くの無 精 子

症であptc.
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以上 の所見か ら,両 側の慢性副畢丸炎 に由来す る無

精子症 と考え,精 路吻合術を試みるべ く両側陰嚢内容

を手術的に露出した.と ころが両側 とも精系内に精管

を発見 しえず,畢 丸お よび副畢丸部を精査す ると,畢

丸 自体には変化はな く,両 側副畢丸も,ほ ぼ正常の形

態 を呈 してい るが,両 側 とも副睾丸尾部にて約2mm

の索状物 を附 している.こ こにおいて両側 とも副畢丸

腺管 よ り注射針にてイソジゴカル ミソ液を 注 入 し た

所,こ の索状物 が盲端で終つていることを確認 した.

残念なが ら本例においては畢丸および副睾丸の生検ぱ

失敗に終った.

尚70%ウ ロコリンに よる排泄性尿路像には異常をみ

とめなかったL

症例4.綾 ○郎,36才,商 業,(表1の 症例13,図

1,d.)

昭和33年3月29日 初診.

主訴=不 妊.

家族歴=特 記すべ きものはない.

既往歴=昭 和19年 に ビルマ戦線でマラ リアに罹患 し

た.

現病歴=結 婚後5年 間不妊であつて,妻 は婦人科医

の診察に よつて異常はな く,そ の際の精液検査に よっ

て無精子症を指摘 され た.性 生活は正常であ る.

検査成績:体 格は中等で栄養は良好である.腹 部に

は視触診上異常をみ とめない.陰 茎 も正常である.両

側睾丸お よび副睾卑は正常に触知 されるが,精 管は触

知不能であつた.前 立 腺は触診上 異常をみとめていな

い.

精液量は1.8ccで 無精子症 であった.

両側陰嚢に試験切開を加えた所,両 側精管は副睾丸

尾部 よ り欠如 していた.

76%ウ ログラフィソに よる排泄性尿路像には異常を

み とめなかつた.

症例5.四 〇武○,29才,会 社員.(表1の 症例18,

図1,e.)

昭和35年4月8日 初診.

主訴:不 妊.

家族歴:特 記すべ きものはない.

既往歴=生 後間 もな く疫痢に,6才 頃に流行性耳下

腺炎 に罹患 した ことがある.

現病歴=3年 前に結婚 したが現在 まで不妊である.

妻は婦人科医の診察を うけて卵管 に通過障碍のあるこ

とを証明されたが,同 時に うけた精液検査で無精子症

であ ることを指摘された.性 生活には異常 を 訴 え な

い.

検査成績=体 格は中等で栄養 も良好であ る.腹 部 に
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は異常所見をみとめない.陰 茎は正常であつて,陰 嚢

内に両側睾丸は正常に触知 され るが,両 側副畢丸は頭

部のみをふれ,体 部尾部お よび精管を触知 しない.肛

門 内診によ り前立腺は正常に触れる、

ここにおいて両側陰嚢皮膚に切開を加えて陰嚢内容

を露 出す ると,両 側睾丸は正常であつて,両 側 とも副

畢 丸は頭部のみで,体 部 より精管にいたる間を全 く欠

如 しているのを認めた.

睾丸の組織検査によると,ご く一部の精細管に基底

膜の軽度の肥厚はみられるが,大 部分は正 常 で あ つ

て,造 精現象も可成 り良好であ る.間 細胞 にも著変 を

み とめない(図4)

総 括 な ら び に 考 按

本 症 は1775年JohnHunterに よ る記 載 を初

め と し,以 後 散 発 的 に剖 検 例 の報 告 が み られ る

に す ぎなか つた が,1950年 前 後 か らBoeming-

haus,Keshin&P血ck,Campbe11,San・

dler,Oelsen&Faber,Nelson,Narins,

Lazebnik&Kamhi等 の臨床 家 に よ る本症

の報 告 が 比較 的 短期 間 に相 次 い で発 表 され,そ

の報 告 例 は現 在 約80例 を算 し てい る.

一 方 自家 経 験 例 を も含 めた 本邦 にお け る報 告

例 は 表1の 如 く18例 で あ つ て,そ の 内訳 は 両 側

精 管 欠 如 症10例,偏 側性 の も のは8例 で あ る.

本 邦 にお け る第1例 は 昭和12年(1937)の 佐

藤 に よる右 側 欠如 に同 側 の 副睾 丸 腫脹 を伴 う症

例 で あ つ て,こ の例 は6人 の 子 女 を 有 し て い

る.本 邦 第2例 は小 林 の報告 に よ る もの で,同

側 の 副睾 丸 も欠 如 して いた症 例 で あ る.第3お

よ び第4例 は,我 々 の教 室 か らの報 告 例 で あ つ

て,特 に第4例 は前 立腺 腫瘍 の診 断 の下 に両 側

精 管切 断術 を行 な うべ く陰 嚢 内容 を 露 出 し た

所,右 側 精 管 の欠 如 を発 見 した症 例 で あつ た.

第5例 の 中野 の症 例 は,他 側 の精 管 閉 塞 を伴 っ

た 左 側精 管 欠如 症 で,男 子 不 妊症 の病 因 検 索 中

に発 見 され た も の の本邦 に お け る第1例 で あっ

た.し か し この 中野 の 報 告 を含 め て,戦 前 の報

告 は5例 にす ぎ ず,か つ 次 の原 口等 の 報告 例 ま

で10数 年 間 は 全 くそ の報 に 接 しなか つ た.昭 和

31年 に な つ て第6例 が原 口 ・井 口お よ び山脇 に

よつ て報 告 され た が,本 例 は 不妊 を主 訴 とす る

両 側 精管 欠如 症 の本 邦 第1例 で あ つ た.こ れ と

相 前 後 して本 報 第7例 即 ち後 藤 ・酒 徳 の偏 側性

精 管 欠 如 症 が 報 告 され,こ れ らの報 告 に よ り泌

尿 器 科 医 の興 味 を得 て,以 降 第8例 よ り第18例

まで の 報 告 が な され た.

これ らの本 邦 報 告 例 の変遷 の特 色 は,戦 前 の

報 告 は す べ て偏 側 性 の も の で あ つ て,合 併 症,

例 え ば 副畢 丸 疾 患 や前 立 腺 疾 患 の診 療 に際 して

偶 然 発 見 され た も の が4例 で,男 子 不 妊 症 と関

連 し て発 見 され た の は 中 野 の1例 に す ぎ な い.

これ に 反 して戦 後 に報 告 され た13例 は両 側 性10

例,偏 側 性3例 で両 側性 の もの が圧 倒 的 に多数

で あ る.し か もそ の 内11例 が 男子 不 妊 症 と して

観 察 され た もの で あ つ て,本 症 に対 す る不 妊 症

との関 連 性 が 最 近 特 に 注 目 され る様 に な つ た事

を示 して い る.

1958年 酒 徳 は 京 大 泌 尿 器 科 にお い て1953年 か

ら1957年 に い た る5年 間 に精 液 に異 常 所 見 をみ

とめ た107例 の男 子 不 妊 症 に対 して睾 丸 生 検法

を こ ころ み た所,正 常 睾 丸 組 織 像 を呈 したの は

10例 で あつ て,こ の 内精 神 障 碍 に よ る1例 をの

ぞ く9例 即 ち8.4.o/oが 精 路 通 過 障 碍 に よる不妊

症 で あつ た.こ の9例 の通 過 障碍 の 内2例 に精

管 欠 如 症 をみ とめ た(自 験 第2,4例)の で,

本 症 の対 全 男 子 不 妊 症 患 者 数 百 分 率 は1.1%Fに

相 当 す る.こ の数 字 はMazer&Israe1の308

例 の 男子 不 妊 症 中4例,即 ち1.1%,Foss&

Millerの200例 中3例,1.5%と 一 致 す る.し

表2

対 男子 不妊 症 患 者 百 分率

Mazer&Israe1(1941)

Foss&Miller(1950)

酒 徳(1958)

Lazebnik&Kamhi(1958)

1.1%

1.5%

1.1%

6.0%

対 無精 子 症 患 者百 分 率

Charny(1945)

Simmons(1945)

Mickelson(1947)

Sandler(1950)

酒 徳(1958)

5%

5%

3%

3-5%

3%

対陰 嚢 内 手 術患 者 例 百 分 率

Dirr(1940)

Staehler(1959)

0.05%

0.2%
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か し1959年 のLazebnik&Kamhiの50例 中

3例,即 ち6.oo/.と の価 は驚 異 的 で あ る.対 無

精子 症患 者 百 分率 と し てはCharny&Simm.

onsの5%,Michelon390K,Sandler3～5

%と の値 が 発表 され て い る(表2)酒 徳 の 男

子不 妊症 の研究 にお いて は,無 精 子 症 は71例 で

あ るか らそ の頻 度 は約3%と な る.

また対 陰嚢 内手 術 例数 の頻 度 と し てはDirr

の0.05%F,Staehlerの0.2%と 云 う数字 が 示 さ

れ てい る.こ の様 に 精管 欠 如症,特 に両 側 性

の もの は これ を念 頭 に お い て観 察 す れ ば,さ ほ

ど稀 な もの とは考 え られ な い.1949年9月 に

Edinburghに お い て行 な わ れ たConference

onSterilityに お いてTullochは 本症 に つ い

て``Theconditioniscommonerthanhithe.

stobelieved;alldhisincidence-ratewou.

1dprobablyhavebeenhigherifhehad

notregardedthepresenceofapalpable

cordasevidencethatthevasispatent."

述 べ てい る.

発 生学 的考 察 と して は最 近 百 瀬等 が極 め て詳

細 に記 載 を行 つ てい るの で省 略 す るが,今 後 は

男子 不妊 症 に対 す る臨床 的 観 察 が確 実 に行 な わ

れ るに従 つ て,両 側性 でか つ 他 に尿 路 に奇 形 を

伴わ な い精管 欠如 症 の 報告 が 増 加 す るも の と予

測 され る.

結 語

精管 欠 如症 は 比 較 的稀 な 状 態 と考 え られ て い

るが,そ の両 側 性 の も の3例,偏 側 性 の もの2

例,計5例 を経 験 した ので,こ れ ら の症 例 に つ

い て記 載 を行 な う とと もに,本 邦 にお け る報告

例 を紹 介 した 。精 管 欠 如症,特 に両 側性 の場 合
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には男子不妊症と密接な関係を有してお り,男

子不妊症の診察に際しては本症の存在を常に念

頭において接する必要があると考える.

本論文の要 旨は著者の1人 である酒徳が昭和35年6

月11日,京 都 ステーシ ・ンホテルにおいて行なわれ た

日本不妊学会関西支部第17回 集談会の席上 で 発 表 し

た.

最後に恩師稲 田教授の御指導な らび に御校閲を深 く

感謝す る.
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